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去
る
４
月
１９

日

の
通
常
総
会

に
お
い
て
、
任

期
途
中

で
は
あ

る
が
役
員

の
交

代
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

昨
年
９
月
に
入
院
さ
れ
、
今
も
療
養

中

の
日
野
勝
監
事

に
代
わ

っ
て
、
吉
村

昭
哉
氏
が
幹
事
に
就
任
。
ま
た
昨
年
末

に
逝
去
さ
れ
た
粂
山
義
隆
下
京
区
会
長

に
代
わ

っ
て
小
坂
理
事
長
代
理
が
下
京

区
会
長
を
兼
任
す
る
事
と
な

っ
た
。

昨
年

の
第
３
６
３
号

で
、
次

の
よ
う

な
記
事
を
掲
載
し
た
。

「
４
年
前

の
６
月
に
発
足
し
た
大
江
体

制
は
法
人
化
２０
周
年
を
め
ざ
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
が
、
順
調
に
進

ん

で
い
た
事
業
も
発
足
後
半
年

に
し
て

突
然
起

こ

っ
た

『新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
』

に
よ
り
、
多
く

の
事
業

が
中
止
や
規
模

の
縮
小
に
追

い
込
ま
れ
、

企
画
し
て
い
た
事
業
が
見
直
し
を
余
儀

無
く
さ
れ
て
色

々
な
計
画
も
大
幅
に
狂

う
結
果
と
な

っ
た
。

前
回
、
第
２
期
大
江
体
制
は
、
人
事

の
変
更
を
行
わ
ず

に
新
た
な

ス
タ
ー
ト

を
切

っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
長
引

き
行
政
か
ら
の
助
成
金
も
削
減
さ
れ
る

中
、
粛

々
と
事
業
を
行

っ
て
来
た
が
中

止
や
簡
略
化
が
続
き
、
よ
う
や
く
今
年

に
入

っ
て
徐

々
に
元
通
り

の
社
会
が
戻

り
始
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
が
続
く
協

会

の
現
状
を
考
え
る
と
、
こ
の
４
年

の

ブ

ラ
ン
ク
は
大
き
く
、
２
期
４
年

の
大

江
体
制

で
行
う
予
定
だ

っ
た
組
織
改
革

は
大
幅

に
遅
れ
た
為
、
大
江
氏
に
ご
無

理
を
言

っ
て
３
期
目
を
お
引
き
受
け
頂

く
事
と
な

っ
た
。
し
か
し
大
江
氏

の
体

調
を
考
え
る
と
、
２
年
後
に
安
心
し
て

頂

け
る
よ
う
な
組
織

に
す

る
為

に
は
、

い
つ
ま
で
も
足
踏
み
を
続
け
る
訳
に
は

い
か
ず
、
ピ

ン
チ
を
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
、

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ

・
脱

コ
ロ
ナ
を
考
え

て
、
３０
周
年
に
向
け
て
の
第

一
歩
を
踏

み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
」

あ
れ
か
ら
１
年
、
理
事

一
同
は

一
丸

と
な
り
、
半
歩

で
も
前

に
歩
み
出
せ
る

よ
う
に
努
力
し
て
は
い
る
が
、　
一
方

で

役
員

の
高
齢
化
に
よ
る
事
業
開
催

の
負

担
増
は
払
拭

で
き
な

い
の
が
現
実

で
あ

フハツ
。だ
か
ら
こ
そ
、
役
員
だ
け
で
な
く
協

会
員
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て
、
７０
年
続

い
て
来
た

コ
京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会
」

の
灯
を
消
さ
な

い
た
め
に
、
既
成
概
念

を
捨

て
、
未
来
を
見
据
え
た
協
会

の
あ

り
方
を
模
索
す
る
事

に
よ
り
、
こ
の
難

局
を
乗
り
切

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

蓼

大

江

正

照

様

茜
憂

）

令
和
６
年
６
月
、
京
都
市

肢
体
障
害
者
協
会
に

「お
役

立
て
下
さ
い
」
と
、
２
万
円

の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

会
員
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
。

肢
体
障
害
者
協
会
事
務
局

響
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令
和
６
年
度
の
役
員
決
定

新
監
事
に
、
吉
村
昭
哉
氏
！
　
　
●
　

・藝
協

理
事
長
　
大
江
正
照

理
事
長
代
理
　
　
ノ‐、Ｉ
振
ｒ
義
羊
〈

副
理
事
長
　
菅
浪
善
造

副
理
事
長
　
櫻
井
貞
子

理
　
事
　
下
村
佳

子

理
　
事
　
舟
木
　
勉

理
　
事
　
足
刈
辰
雄

理
　
事
　
木
下
文
男

理
　
事
　
黒
川
善
弘

理
　
事
　
西
澤
昭
造

理
　
事
　
平

田
益
章

理
　
事
　
秋
谷
幸
枝

理
　
事
　
谷
　
前

子

理
　
事
　
柿
並
高
光

監
口
　
事
　
士
日
村
昭
哉

監
回
　
事
　
山

口
良
雄
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西
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）
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区
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区

）

（
右

京
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伏

見

区

）

（
西

京

区

）

（
伏

見

区

）

（
東

山

区

）

（
右

京

区

）

（
伏

見

区

）
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蛉
隧
誦
舅
陶
不
坊

結
婚
相
談
所
　
所
長
　
　
漏
顆

席

で
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
思

い

６
月
１
日
、
京
都
身
体
障
害
者
結
婚
　
　
の
座
席
に
別
れ
て
食
べ
終
わ
る
頃
、
イ
ル

相
談
所

の
、
年
に

一
度
の
恒
例
行
事

「
ふ
　
　
カ
シ
ヨ
ー
の
開
演

で
す
。
久
し
ぶ
り
に

れ
あ

い
日
帰
リ
バ

ス
旅
行
」

に
行

っ
て
　
　
見
る
イ
ル
カ
シ

ョ
ー
で
は
、
イ
ル
カ
の

き
ま
し
た
。
梅
雨

の
季
節
、
心
配
し
て
　
　
な
ん
と
も
い
え
な
い
可
愛
い
動
き
に
、
童

い
ま
し
た
が
お
天
気
は
快
晴

で
、
な
に
　
　
心
に
返

っ
て
拍
手
喝
采
し
て
き
ま
し
た
。

よ
り
嬉
し
い
行
楽
日
和

で
し
た
。
　
　
　
　
　
１５
分

の
イ
ル
カ
シ

ョ
ー
が
終
わ
る
と
、

行
先
は
リ

エ
ア
鉄
道
館
と
名
古
屋
水

　

残
さ
れ
た
時
間
は
僅
か
で
す
。
帰
り
の

族
館

で
す
。
今
年

は
参
加
者
が
と
て
も
　
　
バ
ス
の
中

で
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
景
品

多
く
て
、
特

に
女
性
参
加
者
が
９
名
と
　
　
を
、
名
古
屋
水
族
館

で
買
お
う
と
計
画

多
く
参
加
し
て
下
さ
り
、
男
性

の
参
加

　

し
て
い
た
の
で
、
事
務
職
員
と
ふ
た
り
、

者
も
１６
名
と
、
付
添

い
の
方
３
名
、

ス
　
　
あ
わ
て
て
売
店
に
直
行

で
す
。
大
き
な

タ

ッ
フ
が
５
名
、
相
談
所
と
し
て
は
コ
　
　
買
物
袋
は
、
丁
度
、
居
合
わ
せ
た
男
子

ロ
ナ
依
頼
、
久
し
ぶ
り
に
賑
や
か
な
喜

　

〈
バ
員
に
持

っ
て
も
ら

っ
て
出
発
時
間
に

ば
し
い
バ
ス
旅
行

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
は
何
と
か
間
に
合

い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
当
日
、
急
に
体
調
不
良

　

　

バ
ス
旅
行
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
時
は

の
方
が
お
ひ
と
り
と
、
集
合
時
間
に
間

　

事
務
所

の
職
員
さ
ん
は
、

い
ろ
い
ろ
と

に
合
わ
ず
、
バ

ス
に
乗
り
遅
れ
た
方
が
　
　
気
配
る
こ
と
が
多
く

て
大
変

で
す
。
ホ

お
ら
れ
て
残
念
な
出
発
で
も
あ
り
ま
し
　
　
ン
ト
感
謝
あ
る
ば
か
り
で
す
。

た
が
、
総
勢
３‐
名

で
定
刻
か
ら
１５
分
遅

　

　

帰
り

の
バ
ス
の
中

で
は
、
恒
例

の
ビ

れ
で
出
発
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ゴ
大
会

で
す
。
今
回
は
参
加
人
数
も

バ

ス
は
名
神
か
ら
。
新
名
神
と
走

っ
　
　
多

い
の
で
賑
や
か
で
、
楽
し
い
笑

い
声

て
着

い
た
の
は
リ

エ
ア
博
物
館

で
す
。
　

　

で
盛
り
上
が
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

鉄
道
博
物
館
は
京
都
に
も
あ
り
ま
す
が
、
　

座
席

で
の
会
話
も
弾
ん

で
い
ま
す
。
そ

鉄
道

の
好
き
な
人
に
は

一
日
、
見

て
い
　
　
ん
な
中
、　
一
組

の
カ

ツ
プ

ル
が
生
ま
れ

て
も
見
飽
き
な

い
の
で
し
ょ
う
ね
。
や
　
　
そ
う
な
感
じ
で
す
。
後
日
、
改
め
て
お
見

は
り
会
員
に
も
、
好
き
で
時
間
を
忘
れ

　

〈
口
を
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

て
見
入

っ
て
い
る
方
が
２
名
お
ら
れ
て
、
　

ま
ま
お
付
き
合
い
が
続
く
と
良
い
な
あ
～

バ
ス
の
発
車
定
刻

に
な

っ
て
も
帰

っ
て
　
　
と
、
期
待
し
な
が
ら
見
守

っ
て
い
ま
す
。

来
ら
れ
ず

に
、
ガ
イ
ド
さ
ん
や
運
営
委

　

帰
り

の
到
着
時
間
は
６
時
半
と
大
幅
に

員

の
方
が
探
し
に
行
く
と
い
う
ア
ク
シ
　
　
遅
れ
ま
し
た
が

デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
　

　

　

　

　

　

　

「楽
し
か

っ
た
で
す
！
」

次

の
行
先
は
名
古
屋
水
族
館

で
す
。
　

　

「
ま
た
、
来
年
も
参
加
し
ま
す
！
」

い
ろ
ん
な
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
重
な

っ
て
、
　

と
言

っ
て
く
れ
る
会
員

の
笑
顔
に
、
疲

れ
も
チ

ョ
ツ
と
吹

っ
飛
び
ま
す
。

３
日
後
に
、
手
術
を
控
え
な
が
ら
参

加
し
て
下
さ

っ
た
責
任
感

の
強

い
三
好

運
営
委
員
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
少
な

い
ス
タ

ツ
フ
の
中
、

い
ろ

い
ろ
気
遣

い
頑
張

っ
て
頂

い
た
小
池
運

営
委
員
、
櫻
井
相
談
員
に
も
感
謝

で
す
。

最
後

に
、
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
と
ガ
イ

ド
さ
ん
に
、
数
人

の
車

い
す
の
昇
降
に

大
変
お
世
話
に
な
り
、
ス
タ

ツ
フ

一
同

で
、
心
か
ら
お
礼
を
言

っ
て
今
年

の
バ

ス
旅
行
を
無
事

に
終
え
ま
し
た
。

社
会
参
加
訓
練
旅
行
一氣
錮
数
ｒ
鰺
珈
は
嘲
嚇
∝
まっ緩
ぴ

脳蛛”楽れい日崎榊跡街藤
。し量。

舟

木
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条
御
前
か
ら
出
発
し
て
、
名
神

・
阪
神

高
速
降
り
て
最
初
に

「菊
正
宗
酒
造
記

念
館
」

で
伝
え
継
が
れ
た
酒
造
り
に
触

れ
て
、
試
飲
し
て
、
お
土
産

に
お
酒
そ

の
他
、
色

々
な
名
産
品
を
買
う
人
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
た
。
昼
食
は
北
野

プ

ラ
ザ
六
甲
荘

で
、
料
理
を
美
味

し
く
頂

い
た
後
、
今
回

の
旅
行

の
、

メ
イ

ン
の
イ
ベ
ン
ト
シ

ヨ
ー
が
魅

力
の

「神
戸
ど
う
ぶ

つ
王
国
「
人

に
　
と
動

物

と
花

と

の
ふ

れ
あ

い
パ

ー

洲
　
ク

で

の
バ

ー

ド

シ

ョ
ー

で
す

。
指

物
　
示

者

の
命

令

に
従

っ
て
、

き

れ

い

．
一　
に
飛

ん

で
指

示

者

の
も

と

に
鳥

た

一
一　
ち

は
帰

り

、

見

事

な

シ

ョ
ー
だ

つ

た
。
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
園
内
、
動

物
、
花
を
見
物
し
て
過
ご
し
た
。

帰
途
は
阪
神
高
速

。
名
神
高
速

道
路

で
無
事

に
帰

っ
た
。

今
回

の
旅
行
企
画
を
さ
れ
た
山

科
区
身
体
障
害
者
協
会
、
南
区
肢

体
協
会

の
役
員

の
方
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
旅
行
企
画

・
市
川
様

い
ろ
い
ろ

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
ｏ

※
見
学
の
時
に
車
椅
子
を
押
し
て
頂
い

た
方
々
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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第
６５
回
政
令
指
定
都
市

身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

来
る
９
月
５
・
６
日
に
大
阪
市
で
、
第

６５
回
政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る
。
例

年
は
当
協
会
か
ら
小
生
が
参
加
し
て
い

る
が
、
来
年

は
京
都
市
が
主
催
都
市

に

な
る
た
め
、
市
身
連
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
来
年
は
当
協
会
が

「肢
体
障
害
者

部
会
」

の
議
長
団
を
務
め
る
の
で
、
視

察
を
兼
ね
、
小
生

。
菅
浪
副
理
事
長

・

下
村
理
事

。
谷
理
事
が
出
席
す
る
。

尚
、
今
回

の
提
案
議
題
は
次
に
通
り

で
あ
る
。

〈
提
案
議
題
〉

（１
件
ま
で
）

少
子
高
齢
化

に
よ
る

ヘ
ル
パ
ー
の
減

少
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
長
年
自
立

l輻

嗣堤
子！巫

生
活
を
送

っ
て
き
た
肢
体
障
害
者
が
高

齢
化
に
伴

い
ヘ
ル
パ
ー
が
必
要
と
な

っ

た
時
に
不
利
益
を
被
ら
な

い
よ
う
、
現

実
的
な
施
策
と
法
整
備
を
要
求
す
る
。

〈
提
案
趣
旨
〉

「障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ
り
、
一
人

の
障
害
者
が
利
用
す
る

ヘ
ル
パ
ー
数
が

増
加
し
て
い
る
。　
一
方
で
労
働
人
口
の
減
少

で
ヘ
ル
パ
ー
数
が
減
少
し
て
い
る
。
長

年
自
立
生
活
を
送

っ
て
き
た
肢
体
障
害

者
が
高
齢
化

で
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
よ

う
と
し
た
際
に
、

ヘ
ル
パ
ー
不
足
を
理

由
に
不
利
益
を
被
ら
な

い
よ
う
、
世
界

屈
指

の
高
齢
化
社
会

で
震
災
大
国

で
あ

る
事
を
考
慮
し
、
自
立

の
定
義
を
再
考

し
、
現
実
的
な

ヘ
ル
パ
ー
対
策

の
施
策

と
法
整
備
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

各
都
市
か
ら
の
議
題
が
ど
の
よ
う
に

議
論
さ
れ
る
か
は
ま
だ
解
ら
な

い
が
、

協
議
会

の
内
容
は
次
号

で
報
告
す
る
予

定

で
あ
る
。

ま
た
例
年
大
会
２
日
目
に
行
わ
れ
て

い
た
、
政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者
親

善

ス
ポ
ー
ツ
大
会

（ボ
ウ
リ
ン
グ
）
は
、

会
場
確
保
が
難
し
か

っ
た
為
、
中
止
と

な

っ
た
。
理
事
長
代
理
　
小

坂

義

夫

コ
ロ
ナ
禍

で
外
出

の
困
難
な
状
況
が

続

い
た
が
、
よ
う
や
く
世

の
中
も
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
昨
今

で
す
。

私
も
久
し
振
り
に
新
幹
線

に
乗

っ
て
、

東
京
郊
外

の

「京
成
バ
ラ
園
」
に
出
掛

け
て
み
ま
し
た
。

郊
外
と

い

っ
て
も
、

こ
こ
は
上
野
駅

か
ら
成
田
空
港
を
結
ぶ
京
成
本
線

の
走

る
千
葉
県
八
千
代
市
な

の
で
す
が
…
…
。

花

の
ガ
イ
ド
ブ

ツ
ク
で
何
度
も
見

て
い

る

「
バ
ラ
園
」

の
紹
介
写
真

に
思

い
を

強
く
し
て
の
事
だ

っ
た
。

こ
の
日
は
絶
好

の
花
日
和
と
な
り
、

園
内
は
人
出

で
い

っ
ぱ

い
！
　
満
開

の

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
は
、
色
と
り
ど
り
の

バ
ラ
が
咲
き
乱
れ
て
私
を
満
足
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

車
椅
子
を
押
し
て
歩
け
ば
、
汗
ば
む

陽
気

の
中

で
、
ほ
の
か
に
香
る
フ
ラ
ワ

ー
テ
ィ
ー
で

一
体
み
し
た
後
、
都
心
に

一戻

っ
て
次

の
目
的
地

へ
。

調
布
市
に
あ
る

「都
立
神
代
植
物
園
・

ば
ら
公
園
」
は
、
有
名
な
深
大
寺

の
近

く

で
立
寄
り
た

い
場
所

で
し
た
。

し
か
し
、
神
社

の
駐
車
場
に
は
私

の

乗

っ
た
タ
ク
シ
ー
を
止
め
る
ス
ペ
ー
ス

は
無
く
、
断
念
を
余
儀
な
く
し
た
が
、

丁
度
、
居
合
わ
せ
た
神
官

の
衣
装
を
身

に

つ
け
た
方
に
直
訴
し
て
み
た
。

「
京
都
か
ら
車
椅
子
で

一
人

で
、
深
大

寺
を
拝
観
し
た
い
と
訪
ね
て
下
さ

っ
た

の
な
ら
、
私
が
案
内
し
て
差
し
上
げ
ま

し
ょ
う
」
と
の
返
事
。

事
務
所
横

の
雑
多
な
物
を
手
早
く
職

な
た
は
そ

こ
で
待

っ
て
な
さ

い
」

と
命

令

し
、
私
を
拝
観

さ
せ

る
べ
く
、
車
椅

子

の
車
輪

に
袴

の
裾

が
巻

き

つ
か
ん
ば

か
り

の
元
気

さ

で
勢

い
よ
く
押

し

て
下

さ

る

ハ
プ

ニ
ン
グ

に
感
謝

し
た
。

そ
し

て

「
神
代
植
物
園
」

に
到
着

。

よ
く
整
備

さ
れ
た
緑

い

っ
ぱ

い
の
公
園

は
竹
林

の
里

エ
リ

ア
、
緑

の
森

エ
リ

ア

等

の
広

々
と
し
た
ゾ

ー

ン
が
…
…
。

そ
ん
な
中

を
奥

へ
奥

へ
と
歩
を
進

め

れ
ば

、
日

の
前

に
咲
き
誇

る
バ

ラ
の
園

は
私

の
心

の
ボ

ル
テ
ー
ジ

を

一
気

に
上

げ

て
く
れ
ま
し
た
。

見
応

え

の
あ

る
す
ば

ら
し

い
景
色

に
、

ま
た
、

い

つ
の
日
か
も
う

一
度
来

た

い

と
思

っ
た
程

で
す
。

何

万
本

と

い
う
バ

ラ
に
囲
ま
れ
た

ひ

と
と
き

は
、

や
は
り
、

ハ

ッ
ピ

ー
な
気

分

に
な
れ

る
か
ら
…
…
―

一　
＊
賛
助
会
費
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
先
号
で
賛
助
会
費
を
寄
附
さ
れ
た
方
の
　
一

一　
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
（前

一

一　
田
）
の
場
合
、
下
京
区
の
会
費
か
ら
寄
附

一

一　
し
た
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
て
、
人
か

一

一　
ら
誤
解
を
受
け
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
私
自
身
の
財
布
か
ら
出
し
た
千
円
で
、
一

一　
下
京
区
の
会
費
と
は
何
ら
関
係
は
ご
ざ
い

一

一　
ま
せ
ん
。
誤
解
の
無
き
よ
う
に

一
言
伝
え

一

一　
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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京
都
市
障
害
者
施
策
推
進
審
議
会
委
員

３
期
６
年
の
任
期
を
終
え
て
‥

事
務
局
長

小

坂

義

夫

あ
ら
た
め
て
６
年
間
も

委
員
を
務
め
て
き
た
事

に
気
付
か
さ
れ
た
。

思
え
ば
６
年
前

に
委

員
に
就
任
し
て
何
も
解

ら
な

い
ま
ま
に
作
業
検
討
部
会
に
入

っ

て
、
知
ら
な
い
う
ち
に
作
業
が
終
わ

っ

て
い
た
気
が
す
る
。
し
か
し
今
回
は
違

っ
て
い
た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
が
出

来
、
障
害
者
権
利
条
約
が
批
准
さ
れ
、

僕
自
身
も
少
し
は
障
害
者
福
祉

の
事
が

解
り
始
め
た
事
も
あ
り
、
真
剣
に
障
害

者
福
祉
と
向
き
合

い
、
後
人
に
遺
恨
を

残
さ
な
い
プ

ラ
ン
作
り
に
関
わ
れ
た
事

は
筆
舌

に
尽
く
し
が
た

い
。

思
え
ば
６
年
間
に
２
回
も

『
は
ぐ
く

み
支
え
合
う
ま
ち

・
京
都
ほ
ほ
え
み
プ

ラ
ン
』

の
作
業
委
員
が
で
き
た
事
は
光

栄

で
あ
り
、
取
り
分
け
今
回

の
プ

ラ
ン

作
成

の
為
に
、
昨
年
１
年
間
本
気

で
障

害
者
福
祉

の
プ

ラ
ン
作
り
に
向
き
合
え

た
事
は
、
最
大

の
喜
び

で
あ
り
、
誇
り

で
も
あ
る
！

今
後
は
こ
の
プ

ラ
ン
に
沿

っ
て
松
井

市
長
を
始
め
役
所
、
当
事
者
が
如
何
に

現
実
的
な
障
害
者
施
策
を
行

っ
て
も
ら

え
る
の
か
、　
一
市
民

。
一
当
事
者
と
し

て
見
守

っ
て
行
き
た
い
と
思
う
―

そ
し
て
今
年
度
か
ら
は
、
秋
谷
事
務
局

次
長
が
当
協
会

の
推
薦
委
員
に
就
任
す

る
。
女
性

の
視
線
か
ら
考
え
る
障
害
者

施
策

の
あ
り
方
を
僕
以
上
に
鋭
く
指
摘

し
、
活
躍
し
て
貰
え
る
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
後
も
、
当
協
会

の
推
薦

委
員
と
し
て
、
更
に
は
自
立
し
た
肢
体

障
害

の
代
表
と
し
て
、
行
政
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
行
政
と
共
に
当
事
者

の
立
場

か
ら
意
見
を
言

い
、
ク
真

の
共
生
社
会
づ

く
リ
ク
に
共
に
頑
張

っ
て
く
れ
る
若
き

会
員

の
入
会
を
切
望
す
る
も

の
で
あ
る
。

福
祉
は
、
し
て
貰
う
物

で
は
な

い
―

共

に
助
け
合

い
、

育
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
！

５
月
中
旬

に
自
宅

に

『
は
ぐ
く
み
支

え
合
う
ま
ち

・
京
都
ほ
ほ
え
み
プ

ラ
ン

（２
０
２
４
１
２
０
２
９
こ

の
冊
子
が
送

ら
れ
て
き
た
。
昨
年
１
年
間
本
気

で
障

害
者
福
祉

の
プ

ラ
ン
作
り
に
向
き
合

い
、

作
業
検
討
部
会

で
喧

々
譜

々
の
議
論
を

経

て
完
成
し
た
物

で
あ
り
、
感
慨
も

一

入
で
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
半
月
程
し
て
事
務
所
に
京

都
市
か
ら
都
市
障
害
者
施
策
推
進
審
議

会

の
次
期
委
員

の
推
薦
依
頼
が
届

い
た
。

そ
こ
に
は
３
期
６
年

の
任
期
満
了
に
伴

う
委
員
交
代

の
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、

□に入るひらがな 1文字
つ

さ

た □ そ

そ
(縦と右横から読んで入る文字)

①クイズの答え ②住所
③氏名 ④電話番号
⑤7月号広報紙の意見・感

想 ⑥必ず官製ハガキにて

嗣り10月Ю ttC肖印有効‡

稿 た 4チ
が 為 日 ヤ今
少
｀
だ 大 年

な 当 け 会 度
く ネ] に が は

発 は な 11ボ
行 原 つ月 ツ

ピ   ζ穆

蠣
一
た
。
し
か
し
い
ざ
記
事
を
探
し

て
み
る
と
、
会
員

・
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
た
い
事
が
次
々
と
出

て
き
た
。

内
容

の
是
非
は
個

々
の
判
断
に
委
ね
る

が
、
協
会

の
広
報
誌
と
し
て
皆
さ
ん
に

協
会

の
活
動
を
知

っ
て
貰
う
記
事
を
見

直
す
良

い
機
会

に
な

っ
た
と
思
う
。

次
号
は

「福
祉
研
修
会
」
等

の
記
事

で
紙
面
が
賑
わ
う
と
思
う
が
、
イ
ベ
ン

ト
の
記
事
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
活
動

も
可
能
な
範
囲

で
掲
載
し
、
ま
た
読
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

・
作
品
等
も

掲
載
し
、
協
会

の
啓
発
広
報
誌

の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

,ご鍼
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名様に図書カー ド1′000

円分をお送りします。

京仏壇京仏具・お仏具ご修復

ご本堂内装・お納骨壇

創業229年 お仏壇仏具づくりただ一筋に

O京仏具「おぉJ夕′11
http://www.kobori.oo.jp

本店/〒 600-8159京都市下京区烏丸通り正面上る

フリーダイヤル0120-27-9595・ FAX075 341 4128

Yahoo!ショッピング http:llstore yahoo.co.jp′ kobbri′


